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Abstract: Since the reform opening policy of 1980, China has built a large number of communities with a rapidly developing and 

expanding population. Green in the living environment is indispensable to people. In this study, we conducted the questionnaire and 

web survey for residents in two communities and analyzed later. Through this research, we know that it’s important to strengthen 

management and prune trees regularly in the community. 

 

１． 背景と目的 

中国は，1980の改革開放政策以来，急速に発展・拡

大を続ける人口とともに，大量の集合住宅が建設した． 

緑は，人の居住環境にとっては不可欠の存在で，都市

の貴重な財産である． 

 本研究は，中国の築年数あるいは戸数が近いの集合住

宅を調べて，居住者は集合住宅内の緑資源に対するの

意識と満足度を調査して，中国人の集合住宅に対する

緑の意識の差を明らかにすることを目的とした． 

 

２． 調査方法 

（１）調査対象地の選定及び概要 

現在の中国，改革開放により，目覚しい経済発展を

遂げた．経済発展に伴い，急激な都市開発を展開した．

この状況で「国際花園都市」栄えある称号を受けた中

国江蘇省常州市武進区をここで取り上げることにした． 

武進区の集合住宅，陽湖名城（以下Ａ地点）（図―１），

文淵居（以下Ｂ地点）（図―２）として選定した．Ａ地

点は，常州の東北にある．東に降子南路，南に虹北路，

北に長安路，西に常武路，交通の便利のところに位置

し 2005年完成した．敷地面積は 220,000㎡で，建築面

積は 350,000㎡で，緑化率は 35%である．戸数は 2,200

戸で基本的に 2，3 世代の家族構成である．Ｂ地点も，

常州の東北にあり，2007年に完成した．まちの幹線道

路定安路に隣接している．敷地面積は 190,000 ㎡で，

建築面積は 560,000 ㎡で，緑化率は 65%である．戸数

は 1,248戸で公園などの付属施設がある． 

（２）調査方法 

2018年 8月 18日から 8月 24日に各地点で緑化量と

総合的な緑のイメージの写真を撮り，居住者にヒヤリ

ングをした．居住者にウィチャットグループ内ウェブ

調査と各地点で同一のアンケート調査（10項目）を行

い集計し分析した． 

  図―１ 陽湖名城 [1] 

 

図―２ 文淵居 [2] 

３． 結果と考察 

アンケート調査は全回答者数が 227名で，Ａ地点 121

名（ウェブ調査 104 名，紙バージョン 17 名），Ｂ地点

106 名（ウェブ調査 106 名）となった．Q2「緑に対し

て総合的に満足していますか」の回答内容（図―３）

はＡ地点は「とても満足・満足」と回答した人は 51%，

Ｂ地点は 58%であった．主な理由としてＡ地点では「緑
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が多く管理が良くない」などがあり，Ｂ地点では「樹

木が多い緑化面積が広い」であった．また共通の理由

として，「緑地の管理が良くない，日常的な剪定もして

ない」「芝生の雑草が多すぎる」というものが多く見受

けられた．Ｂ地点の緑化率はＡ地点の約 2 倍で，両地

点の居住者の満足度が近いから見ると，日常的な管理

による居住者の総合的なイメージへの影響があること

が示唆された． 

 

図―３ 緑の総合的満足 

Q3「緑化は重要だと思いますか」の回答内容（図―

４）は「とても重要・重要」と回答した人は，Ａ地点

は 99.2%，Ｂ地点は 100%であった．ほぼ全員が住宅地 

の緑化は重要であることがわかった．近年の居住者は

生活環境の追求は高くなっていると考えられる，緑環

境への関心の高まり，これからの住宅地の開発は，建

物本体だけでなくて，緑地を含めた日常的な生活空間

全体への配慮が必要ということがわかった． 

 

図―４ 緑化の重要性 

Q9「緑化に対して，何か提案はありますか」ではＡ

地点は 58.7%が「植物の種類を増やして，景観を更に

豊かにする」が回答し，Ｂ地点は 65.4%であった．「日

常的に植物の剪定回数を増やしてほしい」は，Ａ地点 

77.7％，Ｂ地点は 69.2%であった．Ａ地点は 65.3％が「季

節の植物と彩りの植物を増やしてほしい」と回答し，

Ｂ地点は 66.3％であった．これらのことから，緑化の

定期的の剪定は，両地点共通の要望であることがわか

った．  

 

図―５ 緑化への提案 

Q10「集合住宅地内の緑化について，何かコメント

があれば教えてください」については，管理への要望

は，Ａ地点は 25 件で，Ｂ地点は 17 件であった．その

中で，「管理を強化して，人為的な破壊現象をないよう

にしてほしい」，「良い環境を続けてください」などが

あった．緑化の定期的な剪定に関する要望はＢ地点が

17件あり，その中で「高木を剪定しないと，強風で折

れる可能性がある」，「高い樹木で家の採光を影響して

ないようにほしい」，「緑化は運転手の視野を遮らない

ようにしてほしい」などと言っている人がいることが

わかった． 

 

４． まとめ 

Ａ地点とＢ地点内の緑環境について，緑は多く，緑

化面積が広い，居住者の評価も高いが，住宅地内の緑

地の管理が良くない，宣伝が少ないなど足りないとこ

ろもあることがわかった． 

また，よりよい住環境をつくるために，日常的に植

物の剪定回数を増やすことや，季節の植物と彩りの植

物を増やすことが重要と考えられる． 

更に今後は，日本の集合住宅の緑の意識と比較して

研究を深めて行きたい． 
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